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寺石悦章 •••••••• 61 
History of Religious， Economic and Cultural Competition over Kamis' Gathering 



















































類型を(1 )エスニック・ツーリズム、(2 )文化的ツーリズム、(3 )歴史的ツーリズム、
( 4 )環境的ツーリズム、(5 )リクレーション的ツーリズム、という 5つに大別している。
また、ツーリストが現地に与える影響を測定するために、主にその規模と現地への適応力を
基準としてツーリストを(1 )探検家、(2 )エリート、(3 )変わり者(Off-beat)、(4 )普
通でない者(Unusual)、(5 )初期大衆、(6 )大衆、(7 )チャーター(Charter)の7つに分
けている。おそらく、現在の議論は、この類型に即していえば、ツーリズムでは(5 )を除
く諸類型、ツーりストでは(6 )、(7 )の類型を焦点にして行なわれているように思われる。


































































殺到して、警備が非常に大変だったというエピソードを記している。また、 2000年 8月 20

















































































(a politics of position)。聖なる場所としての設定は場所の征服である。(2 )所有の政治学
(a politics of property)。その所有権を巡るやり取りによって確認され、維持される。(3 ) 
排除の政治学(thepolitics of exclusion)。聖地内部の神聖さはそこから人びとを排除するこ












( 3 )聖なる空間は必然的に競合的な空間であり 、聖なるシンボ、ノレの合法的所有をめ ぐる交
渉の場である。聖なる場所は権力関係が強化され、内部者と外部者、支配者と従属者、
男性と女性など、様々な関係が判断されるアリーナである。











( 1 ) ツーリズムそのもののもつ宗教的次元を論じる人類学的ツ リー ズム研究は、ターナ
ーなどの研究を介して広義の巡礼研究と親和性をもっている。
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わが国におけるカトリックの信者数は緩やかなt勧日傾向にあるといえる (1)0 1990年時点で約 42万8千
人であったが， 2004年末には45万人を超えた。もっともこれまでの信者数の伸びは信仰の浸透といった側
面よりもE本人の自然人口増加に起因すると考えられ，対人口比でみると約0.35%とほぼ横ばいである。
白木は全体で 16の教区に分かれているが (2) 5í'~~ 1記 31兵|は2004年における教区別にみたカト
リック信者の分布》教会数および信者率を示したものである。信者数をみると(第 1図入東京教区の 9
万2千人が最多であり P 次いで長崎教区の6万7千人P 大阪教区の 5万5千人p 横浜教区の 5万4千人
の)1関となっている。東京，大阪，横浜といった大都市を含む人口掬密地区で信者数が多いのは当然とも
いえるが，その中で長崎教区の信者数の多さは特筆される。このことは信者率(第2図)をみると瞭然
としており 3 長崎教匿では人口の 4.43%がカトリックの信者であるのに対し，東京教区では0.51%，大
阪教区と横浜教区では各0.36%と0.35%にとどまっている。カトリック信者率の全国平均が0.36%であ
ることを考えると，長崎教区がし¥かにカトリック信者を多く抱える地域であるかがわかる。長崎教区の









































































2i立[:Zlは3 建築材料の形態別にみた教会建設設立棟数の推移を 5年単位で示したものである。 1975
年以前に建設された教会堂建築211棟(遺構も含む)のうち，木造が 163棟と全体の 4分の 3強を占め
ており，以下RC造29棟，煉瓦造 17棟，石造2棟となっている。
木造教会堂は各時期に平均して建設されているが，禁教令が廃止された 1873(明治 6)年から約 10






煉瓦造の教会堂は 17棟すべてが 1920年以前の建設である。大浦天主堂だけが江戸時代末期の 1864
年に建てられたが，他の 16棟は 1881年以降に建設された。特に 1906年から 1920年の時期に全体の
半数以上の煉瓦造教会堂が設立をみている。 1920年を最後に 1棟も煉瓦造の教会堂が建設されていな
いのは， 1923年に起こった関東大震災で煉瓦造建築の地震に対する脆弱さが明白となったからで、ある
と推測される()1上ほか， 1985a: 113)。先述した国指定文化財の黒島教会や田平教会をはじめ3 文化








長崎県をはじめ九州地方の教会堂建築に多大な貢献をした欽川与助は， 1879 (明治 12)年に上五島
で大工の棟梁の家系に生まれ， 1976 (昭和 51)年に 97歳で没するまで，九州各地で、教会建築や学校3
寺!見事業所など多くの建築作品を手がけた。生涯仏教徒で、あった鉄)1与助は，教会建築に関する技術
習得において外国人宣教師たちから大きな影響を受けた口フランス人宣教師のベルー神父から明治 30
年代に曽根教会や鯛ノ浦教会(写氏1~3 ) 堂i崎天主堂 14)などの建設にあたり設計指導を受けて
し¥る()1上)2000: 176-185)。その他にも出津教会 c引':C15)を建設したド・ロ神父，旧浦上教会



















は縞絶された外縁部にあたるもののp 務鮮半島やアジア大陸y 南方諸島と近接しp 外来文化の流入に優
位な場所で、あった(青野・尾留)1，1979: 3-4)。こうした歴史的・文化的な独自性に加えて3 温暖な気
候と火山や島艇といった変化に富んだ地形があいまって 3 九州地方には数多くの有力な観光地域が形成
されてきた。その一方でy 近年の九州観光の動向をみると p 九州地域の観光は棺対的に低下しているこ
とが指摘されている(九州観光推進機構， 2005: 10)。
例えば沖縄や北海道といった他の国内観光地と比較したとき，宿泊観光客の推移をみると， 1995年
を 100にした指数で沖縄が 147，北海道が 106であるのに対して，九州は 95と減少している (2002
年)。この低落傾向は現在も進行中であり，九州新幹線の部分開業や九v'I'IO立博物館など観光インフラ
が整備されている効果がでているとは言い難い状況にある。九州経済白書に示された首都圏女性の九州












りの遅れ， 4)九州観光の一体的な施策推進体制が脆弱p であるとしづ。こうした課題を踏まえてy 九
州各地での観光地づくりと国内外から九州に観光客を呼び込む戦絡が線られ3 民間事業者や各種観光団




である。長崎県の観光入込客は 1976年に年間 2，000万人を越えると P おおむね順調に増加し 1996年
には初めて 3，000万人を突破した。しかしながらその後観光入込客数は伸び悩んでおり， 2000年以降




日j吊り客の場合 1986年に 1，000万人を突破すると，その後もほぼ一貫して増加傾向にあり， 2001年に
最多の 1，872万人の日帰り観光客があった。他方で宿泊客の場合P 過去 20年間ほほ、横ばし¥状況にあるこ
とがわかる。 1985年に 1，184万人で、あった宿泊観光客は， 1996年に最多の 1，418万人を記録するが3 そ
-15・
の後低迷し， 2004年の統計では 1，134万人にとどまっている。こうした日帰り化を反映して〉観光消費
額も低迷しており(箆ユ!:X!))3，027億円の消費があった 1996年をどークにして消費額は低迷し， 2004 
年は2，535億円と 1992年の水準以下にとどまっているO 日帰り客・宿泊客男fJの観光消費額を比較すると，
両者とも長期低落傾向にあり，長崎県の観光収入に影響を与えていることがうかがえる。ちなみに 1人1
日あたりの平均消費額の変化をみると， 1990年には日帰り客5，333円3 宿泊客15，826円で、あったがp 観
光消費額が過去最多で、あった 1996年には日帰り客6，679円〉宿泊客19，345円に達し，観光客数が多かっ







歴科)や理科学習テーマの宝庫で、あり 3 修学旅行生は長崎県観光にとって重要な顧客で、あった。 1989



























り客では 130歳代J(29.1%)が最多であるが3 近年徐々に 50代)60代以上の中高齢者の割合が増加





休養J41.7% (向 35.8%)，i温泉浴J37.7% (同 30.1%)が三大目的であり 3 以下僅差で「名所i日跡を




古屋地区では「遊園地・テーマパークJの比率が 46.0%と高く 3 近隣の福岡地区からの観光客は r1昆泉
浴J40.1%が卓越している。このような観光目的の発地による地域差は3 観光マーケティングを行うi擦












































体で、あった平戸市は近海に好漁場をもつことから，沿岸漁業基地をして栄えp イカ 3 イワシp タイ 3 ヒ
ラメなどの水揚げで有名である口アゴ(トビウオ)を用いた水産加工業(蒲鉾)でも知られるがp 近年











このように平戸はy 日本の社会経済史のなかで欠くことのできない重要都市であり y こうした地域の歴
史文化の伝統が「大航海時代の城下回日というコピーのもとで綴光資源として利用されてきた。
箆豆長!は 1986年以降における平戸市の観光入込客の推移を示したものである。 1991年の 153万人
が最多で、あった。 1995，-._，9年にかけて 110万人台と低迷が続いたが>2000年以降緩やかであるが》入
込客は増加していることがわかる。しかしながら観光客を宿泊・日帰り別にみると p 宿泊客の減少が顕













経るごとに減少し， 20041:j三では 1万8千人となり p この 15年間で4分の 1以下にまで激減している。
こうした結果を反映して平戸市内における観光消費額も伸び悩んでいる(監よ:3I'~<I) 。過去最多で、あっ











観光客を誘致するためには3 顧客を満足させリピーターを獲得するために 3 絶えず観光資源のリニュ
ーアノレを図っていく努力が必要である。前節で検討したように平戸市の観光動向をみると 3 観光集客圏
が狭域化し長崎県内と福陪p 佐賀両県からの近隣観光客の割合が増加し「ローカノレ化」が進行している













る近県の観光客にはアピーノレできても 3 首都圏p 近畿圏など遠方からの観光客を平戸に呼び込む観光資
源にはなりにくいのが実情である。遠隔地域からの長崎県を含む2'"'-'3泊程度の団体旅行のコースをみ
ると，福岡空港をゲートとして福岡県3 佐賀県3 長崎県3 熊本県p 大分県などの北部~中部九州地域を










10名であり 3 マイクロパス 1台で島内の主要なキリシタンゆかりの場所をめぐる。 3コースが設定され
ており y 半日日帰りコースが 2つ(平戸コース，生月コース)， 1泊2自コース(田平コース)が 1つ
である。いずれもウェルカムガイドと呼ばれるボランティアガイドによる案内付きであり 3 参加費用は
日帰りコースが 3，000円， 1治2日コースが7，000円(宿泊費別)である。平戸コースは9:00出発で
所要時間3時間 30分のコースである。聖フランシスコ・ザピエル記念聖堂(平戸教会3 コデ真 17)と平
















商品企画の会合(正式名称:平戸キリシタン紀行推進協議会)は準備会とあわせて， 2003年 2月 7

























行は2003年 5月24日から 6月8日にかけて 4回p 計200名によるモニタリングを経て実施された口
パンフレットの完成が 7月 16日のことであり，かなり急ピッチで商品開発と施行がなされたことがう
かがえる。初の催行が同年8月 17日であり， 2003年には平戸コースが 8回の 133人生月コースが 1
輔 20・
回の 12人の参加がみられた。 2004年の場合，平戸コースが 11回の 140人，生月コースが6自の 107
人であったQ この数値でみる限りにおいてp キリシタン紀行が観光商品として成功，もしくは定着して
いると判断することは難しい。土日限定のツアーであるが，年間の催行回数が 12回 (2004年)にとど
まり p 参加者も前年あわせて 392名に過ぎない。
キリシタン紀行の催行実績が伸びない要因として?その{窪行形態にあると考えられる。最小催行人員は
一部例外はあるもののお人であり p しかも参加申し込みの締め切りが出発の 1週間前となっている。こ
れはマイク口パスを借り上げる必要があるためであるがp 参加希望者がいても最少催行人員に到達するこ
とが容易ではない。団体客の場合》最初からパスで、平戸に来訪するので，わざわさ、、現地で、のツアーパック





















戸・生月小型タクシープランの場合，通常料金が 1名で 19，000円， 2名では 9，500円， 3名になると
6，400 円となっている。こうした旅行代理底によるツアー参加者やウェノレカムガイドを利用した個人客








































1 ) カトリックの信者数は3 当年 12月 31日現在でソト教区別の信徒籍台帳に記載されている信徒数に
聖戦者，修道者p 神学生の数を加えたものである。カトリックの信者になるためには3 宗教儀礼(洗
礼)を受ける必要があるため》信者数の値は他の宗教と比較すると正雄であるとされる。
2) カトリックでは 47都道府県を 16の教区に分割している。教区名と範囲(都道府県)は次の通り
である。札幌教区(北海道に仙台教区(宮城県，青森県p 岩手県3 福島県)，新潟教区(新潟県y
秋田県》山形県入さいたま教区(埼玉県2 栃木県，茨城県3 群馬県入東京教区(東京都3 千葉県)， 








れている。巡回教会とは3 ノト教区に履Jし常設の聖堂を持ち 3 定期的に司祭が巡回してくる教会を指
す。これらに対しp 聖堂を持たないもののP 定期的に信者が集まり， ミサが俸げられる場所を集会
判 22・
所C].，¥う D
4) 教会史に関する記述は，家近 (1998)，鵜沼 (1992)，片向 (1989)，神田 (2005)，長崎文献社編・






6) 本節では， ) 1上秀人ら九州大学工学部建築学研究室による一連の調査に基づく， ) 1上・土田 (1983)， 
川上・土田・前)1 (1985a)，川上・土田・前)1I (1985b)， ) 1上 (2000)に依拠している。
7) 同上による。首都圏在住の女性373人への聞きとり調査の結果， r北海道J[沖縄Ji九州jに対し
てイエスの回答者数が iTVや雑誌でよく見るjがそれぞれ75，53， 23， i全体的なイメージが良
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協 0.40- 0，.60 
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年 月日 コース 人数 月日 コース 人数
2003 ~三 8 月 17 日 平戸 17 2004年]月]日 平戸 14 
8月 22日 平戸 15 2月 16日 平戸 12 
9月 16日 平戸 15 2月 22日 生月 12 
11月 2日 平戸 11 2月 23日 平戸 12 
11月 9日 平戸 12 3月 28日 平戸 5 
11月 29日 生月 12 4月 3日 7 
1月 30日 平戸 22 4月 4日 平戸 6 
12月 5日 平戸 1 6月 13日 平戸 15 
12月 6日 生月 24 6月 27日 平戸 4 
12月 7Iヨ 平戸 6 8 J=l31日 生月 45 
9月 18日 生月 13 
9月 25日 生月 13 
9月 26日 15 
9)~ 30日 生jミ 12 
10月 2813 平戸 45 
12月 ]0日 生月 10 




写真 1 西坂殉教地に建立された二十六聖人記念碑 (2006年1月撮影)

























































写真 18 紐差教会 (2004年7月撮影)[担
原爆により旧浦上天主堂が破壊された後は，日本最大の天主堂と して知られた.アーチ型の天井が美
しいロマネスク様式の教会である
写真 19 紐差教会の内部 (2004年7月撮影)佑】
高い空間に折上天井の形式をとる.ステンドグラスも美しい.
-3.4・











ガスノ勺レ)が 1609年に処刑された場所として聖地となり p カト リック信徒による言と合、碑が建てられてい
る江戸時代生月島は多くの殉教者を出し3 潜伏キリシタンの時代がおわりカトリックへの復帰が可能に









数は 20世紀後半には飛躍的な増加を見せた。そ して、2010年には何 らかのかたちで観光
をする人々の数は全世界で約 10億人に達するという、いわゆる「観光ビッグパンJの発
生が予想され、まさにかつてないほどの「大交流時代jが到来し ようとしているのである。
この潮流は日本においても 隅々にま で行き渡 り、観光 とまった 〈関わり のない社会的生




観光と の否応のない関係性のなかで、f聖地j としてのその f場所の翠性Jをどのように保
持しているのか、 あるいは どのよう に変容させている のかについて考察 してみよ うとする
も のである。事官iJ とし て は特に、長崎市外海地区(旧西彼杵君1~外海町)の教会およびその
周辺の「型地j のみを取り上げるが、基本的な問題構造は長崎県内の他地域の教会や「型
地Jについても同様であると思われる。すなわち、キリスト教信者にとっての [型地Jが、
信者 ・非信者を関わない無数の人々の 「観光のまなざし(thetourIst gaze) J (1)にさらされ
ている のである D それは 「聖地jの堕落もし くは「聖性喪失j という事態なのであろうか。
それとも「観光の世紀」が生み出す大衆観光と いう大き なうねり に対応 じた、新たな「製
i也」のあり方なので、あろ うか。こうした問題を、外海の古く小 さな教会をも とに照射して
みたい。
2. 長崎観光の現況と教会の意味
ここ でまず、「観光の世紀」と言われる21世紀に入っ て、長崎県の観光がどの ような状





れていた。また、 1995年には「千年都市」を うたった長期滞在型リ ゾー ト旋設ハウ ステン
ボスもオープン して、活況を呈した。 しかし、 その 1995年を ピークに長崎県の観光客は
減少の一途をたどり 、ホテノレ ・旅館などの宿泊業をはじめ観光関連産業は長期の、そして
出口の見えない不況にI!指いでいる。有名ホテノレや旅館の倒産 ・閉鎖もあり、 2004年には 「千
年都市Jの夢も修くハウステンボスがわずか 9年で会社更生法の申請という事態に立ち至
ったのである。
近年、 長崎県は小泉内閣の「ピジ ット・ジャパン」キ ャンベーンや「観光立国j 宣言に































































































































































































































































































































テム(asystem of social activities and signs) Jを前提とすることによって、何を観光
の対象とするかという「まなざしj が成立し、そこから各々の人々による[観光行為
(tourist p ractice) Jが導き出されると指摘している。本来、「観光のまなざしj の対象
としては考えられてこなかった宗教的な「聖地Jも、一定の社会的関係性のなかでは
観光対象となり得ることを論じて行くよで、このアーリの指摘は有益であると思われ







後期 5 か年計画)~、 2005 年、 11~14 頁参照。










片 i胃弥吉『かくれキりシタンJ 、 NHK ブックス、 1967 年、 87~91 頁。
片岡弥吉『長崎の殉教者』、角)l! 選書、 1970 年、 178~181頁。
(8) Dean MacCannell， ThθTourist: A刀 θwTh eory of t1θLθlsurθclass， University of 
California Press，1999， pp.49 and pp .109. 
(9) Cf. Myra Shackley， Ma刀agingSacrθd Sites: Sθrvice Pro vision a刀dVisitor 
Experiθnce， 2001， pp.20. 
(10) 結城了悟「長崎の教会J、三沢博昭.) 1上秀人『大いなる遺産 長崎の教会J、智香









「隠れキリシタンの島j、「祈りの島j と呼ばれる場所がある。長崎市の西方約 100k m、



































“ 45 " 
領主純尭が洗礼を受け、五島のキリスト教は領主の庇護の下に順調に発展するかにみえた。
しかし、純尭の死後、 20代純玄の代になると迫害が始まり、さらに天正 15年 (1587fj三)
には豊臣秀吉がキリシタン禁教令を発布し、キリシタンを取り巻く環境は悪化の一途をた















































































































































































































































































































































5 この観点からすれば、多国の指摘する「二重のリアリティ Jには、「楽園Jr基地j のイ






















海洋博9は「海ーその望ましい未来j のテーマのもと 1975年 7月 20日 ~76 年 1 月 18

















9 海洋博 l~~ 催が!ヨ本の戦後政治のなかにどのように位置づけられるのかということについ
ては、吉見俊哉『万博幻想一戦後政治の呪縛Jが海洋博の前後の状況についても触れてい
て参考になる。





















洋|専を「文化問題」だと理解した大城らは沖縄館出展の意義を 「存在を主張する j ことと
して受け止めていた150 この沖縄舘の展示による 「存在の主張jは、 いうまでもなく沖縄が
おかれた歴史的・政治的苦境を前提としていた。さらに「概要」では、出展の意義として、




















































































自身 「プロパガンダJr仕掛け人」と称されることにも跨踏しない存在であると している 220
高良は自らの歴史研究で示した「大交易時代」と把握したすし球を観光資源として使うこ









































































































































27 David Chidester and EdwaTd Linenthal， ed， AmθTican SacTed Spacθ， (Bloomington 














丁j が誕生した口平成 51:j三 (1993年)7月のことである。この Jおかげ横了j の入丁者数
は、その年 12月までの半年だけで 60万人を超え、翌年の一年間には 200万人に達した。
その後も入丁者数は順調に増え続け、平成 15年 (2003年)には 300万人を突破している口
内宮の参拝者はその後もほぼ 400万人で横ぱいであるから、参拝者の 7501が「おかげ横
了」を訪れているという計算になる九「おかげ横丁Jの誕生により、内宮参拝者の流れは
I いわゆる「伊勢神宮j は正式には 125の神社からなるが、一般には 2つの正宮、すなわ
ち皇大神宮(し1わゆる内宮)と豊受大神宮(し 1わゆる外宮)を指して「伊勢神宮j と呼ん





































運営管理: 有限会社 伊勢福(1992年 9月 28日設立)
総事業費 140億円





無料(おかげ座のみ 大人 300円 子供 100円)
赤福運営 3活告rH.伊勢福運営 24J苫舗・委託 15庖舗 合計 42J苫舗
27棟(飲食 8厄舗 物販 30)苫舗 美術館・資料館・計 4館)




















































































































が可能である。以下では、その中で筆者が特に注目 する 2点に絞って論じることにする 0
1つは両者が「伝統的JI日本的」と感じられる点、もう lつは日常性と非日常性の関係に
ついてである。























































かげ横丁jでは「茶屋」に入 ることにな る。「茶屋Jを名乗るのは「おかげ横丁jでは 3J苫舗21










といえば鮮やかな色を した西洋の花が当 た り前になっているが、草花をそろ えた栽苑23で
すら和花しか扱わないとい う徹底ぶ りである。









れた と感 じる人は、いったいどれほどいるだろうか。神社に参拝すること はそれほどの意




fおかげ横丁」を訪れるこ とも、旅行者にとっては非日常的な行為だと言っ てよ いであろ




具)、つぼや(たばこ ・きせる)、カメヤマロ ーソク(ろう そく)、 もめんや藍 (木綿製品)、
晩酌屋(酒器)、だん らん亭 (食器)、 くみひ も平井(く みひも)0 
23 伊勢路栽苑。

























ではない 250 IあってほしいJ Iあるとしルリと参拝者が思うものが内宮には欠けており、
それが「おかげ横丁」にはある、そのことで参拝者が満足度を高める、そのようなものとし
ての補完性を考える。
現代人が求めるものといえば、「グノレメ 26J (食)と「ショッピングJ (買)そして「エン










































































































































おかげ横丁ホームページ http://www.okageyokocho.co.jp / 
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History of Religious， Economic and Cultural Competition 
over Kamis' Gathering 
Takeshi Kimura 
Introduction 
There are several places of tourist destina tion in J ap an w hich are c10se1y 
connected with the lllythic narratives of Kojiki and Nihonshoki. Fo1' example1 Takachiho 
in Kyushu is said to be as a possible location of Ten'son Kurin (descent of celestial 
grandson). This place is also known as the place of mythic pe1'fo1'mance that includes a 
scene hat Amaterasu hid herself in the cave after Susanoo humiliated he1' by doing 
mischievous acts. Takachiho kagura belongs to the line of the Izulno Kagura. It goes 
without saying that the area of Izumo is a1so known to many J ap anese as the land of myth， 
not only because seve1'al important mythical events took place in Izunユoin Kojiki， but also 
because Izumo is known as the destination of Kamis' gathering f1'om around the nation in 
the lunar calendar of tenth month of Kan'nazuki (the month of kamis' absence). 
Even today， you may find a newspaper advertisement for a group tour to the Izumo 
planned by a tourist company. One of the most well-known shrines in this area is the 
Izumo Taisha， which is nowadays referred to as the shrine of love. Yet， those who have 
read Kojiki or Nihonshoki may point out that several important mythological episodes 
occur in the Izumo area. In this sense， the Izumo is the mythologica1 space. Yet， a quick 
glance of the history of the Kamiari-festival makes us wonder how far we can go back in 
history to find the solid rela tiunship betwe en the kamiari -fe sti val and the Izumo shrine. 
We will try to sort out it in this paper. 
1. Ritual Forms of the Kamiari圃ceremonytoday 
Today， the kamiari -festival is performed at several shrines in the Izumo region. 1 
will refer to two shrines he1'e: the Izumo Taisha Shrine and the Sata Shrine. At the Izumo 
shrine， since the Kamiari-festival is scheduled from October 10 to 17 according to the old 
lunar and solar calendar， the date of this festival varies fronl one yea1' to another. 
Sometimes， it is held in late October. Sometimes， it is held in late November. At the 
Sa ta Shrine， the Kamiari幽festivalused to be held twice a year， one around the summer and 
another around the winter. Here， 1 will write a brief report of the first part of the 
Kamiari -festival， that is， Kami -m ukae festival held a t the Izumo Taisha shrine， and the 
last part of the Kamiari-festival， Kami圃okurifestival held at the Sata Shrine 
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1n the evening of the first day， from seven o'clock， the priests holds the welcoming 
ceremony， Kami -m ukae-sai (神迎祭)on the 1nasa (稲佐)beach， w hich is the stage for the 
surrender of the land by Okuninushi to Takemikazuchi (国譲り)in the Kojiki. Today， the 
staffed sea snal王eis already prepared for this cerel1ony， though in the old days， this 
ceremony was held when the fisherman caught the sea snake or after one was washed up 
on the beach. After the cerel10ny on the beach is over， the priests wall王overto the 1zumo 
Shrine， fo11owed by a nUl1ber of the people (al1ong thel1， 1 saw severa1 people carrying the 
wooden statue of the Daikoku [大黒])， on1y to stop at the resting location (Otabisho) on the 
way人 Atthe Kagura -den (the Dance Ha11)) the Kamiari“festival is perforl1ed before the 
crowd， people w ho have journeyed from various parts of J apan. The next morning， the 
Kal1iari-festival is held at the shrine. 1t lasts one hour or so. During the period from 
October 10 to 17， two more Kamiari-festiva1 are performed. At the end of the period， the 
sending-off-gods ceremony (Karasade- sai，神等去出祭)is perforl1ed 
At七heSata shrine， the Kami-a1'i-sai is performed twice a yea1'， in 1¥1ay and in 
November according to the solar calenda乙 but，according to the lunarlsolar calendar in the 
old days. Today， the fall Kami-ari-sai is pe1'fo1'med from November 20th to 25th， though 
used to be performed f1'om 11th to 25th before the Meiji era. This period is known to as 
“Oil1isan (お忌みさん)ぺ sincethe space of the shrine is especially sacralized， where the 
people including the priest himself are forbidden to enter， and during the period of the 
Kal1i-ari-sai， no sound and no dance is strictly prohibited. 
What is interesting is that in the case of the Sata shrine， the people who attend 
the KanlI-ari-sai annua11y are mostly local residents of the area. In the case of the Izul10 
Shrine， the local residents rarely go， but peop1e frol1 va1'ious parts of J apan come a11 the 
way to visi t the 1zumo Shrine occasionally. 
The local priest of the Yamaguchi b1'anch of the 1zumo shrine told me that 
members of the 1zumo Taisha Kyo would not attend this ritual， though there attended 
some representatives of each local branch a t the Kamiari -sai following the 
Kami -m ukae-sai. His comment reflects that among more than seventy rituals performed 
by the 1zumo shrine today， the Kami“ari-sai is not regarded as a religiously very important 
ceremony， but one of the minor ones today. Nevertheless， the 1zumo shrine today claims 
that the emblem of the 1zul1o shrine is sil1ilar to the mar1王 onthe tail of the sea snake 
which used to be washed upon the beach or caught by a fisherman to be taken either to the 
Sata shrine or the 1zul1o shrine as the beginning of the Kamiarisai， implying that the 
1zumo shrine has a close and prestigious connection to the Kal1iarγsai. Therefore， the 
Kan'nazuki and kami -ariゴestivalis more likely for norγmember of the Izumo Taisha 
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1'eligion， that means， fo1' the people f1'om the othe1' a1'eas of Japan like me. 
2. Historical Relationship of the Kokuso-family to the Kamiari-festival 
The Kokuso (国造)Family has long been the p1'iestly fami1y of the Izumo shrine. 
This family claims that they are the descendent of the Ameno・hohiho・no-mil{oto(天穂日命)， 
the second son of the Amaterasu， who was sent to the Izumo to pacify the local deities， but 
instead， was befriended by Okuni-nushi. This claim of direct descendency from Amate1'asu 
was only recognized by the a1'istocratic fanulies of the capital in the twelfth centu1'y. 
Furthe1'mo1'e， in terms of the relationship between the location of the Kokuso 
families' residence and the shrine w he1'e they performed the rituals， there was a change 
after the Nara pe1'iod. As Ishizuka points out， at the end of the Nara period， the Kokuso 
family offered the ritual service at the Kumano Shrine (熊野)w hich is loca te d farther east 
today， not at the Kizuki sh1'ine， which was located farthe1' west and rather treated as a 
llnnor one， as in the case of the “Izumono-kuni -no Miyatsuko Kanyogoto (出雲国造神賀
詞).)1The ancestors of this Kokuso family used to dwell in the Ou area， the southern area 
of the MatS1.1e city today， though the building of the Kizuki shrine itself was built in the 
same location. The medieval location of the Kokuso families is now rega1'ded around the 
I匂mosu(神魂)shrine， and the building of this shrine was thought to be originally part of 
the Kokuso residential house. The close ties of the Kokuso family to this shrine and the 
Kumano sh1'ine is seen in the ceremony perforl11ed here on the occasion of the succession 
ritual by the new head priest of the Senge family. 
The texts prepared by the Kokuso family， concerning the Kamiari -sai or the 
Karピazuki，shows the ambiguous attitude toward this cerel110ny by the Izumo Shrine. 
According to the texts made in the Izumo 1'egion， there is a refe1'ence to the Kamiarisai at 
the Izumo shrine in 1353， but it was not performed by the Izumo Kokuso priests. The 
priest of the Hino-l11isaki (日御碕)shrineclaims that it was one of thei1' “traditional duties'l 
at the Kizuki shrine in the tenth month. Only much later in 1584， the docunlent states 
that the Senge priest attended the ritual performed in the tenth month. 
At this point， it is important to remember that， because of a family quarrel， the 
Kol日lS0family has been divided into two families， the Senge (千家)and the Kitajima (北島)
since 1576. The Senge is in charge of the rituals of the odd numbers of the months while 
the Kitagajima in charge of those of the even nUl11bers. Therefore， itis not strange to find 
any 1'eference to the Kal11iari-sai in the texts prepared by the Kitajil11a fal11ily. The 
j Ishizuka， op. cit.， p. 51. 
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annual planning of the ceremonies at the Izumo Taisha in 1679， however， says that from 
the eleventh to seventeenth day， the Kokuso Kitajima retreats in the Shukuosha (諸膝合)
for purification and performs the ceremony on the seventeenth.2 There is no reference to 
the name of Kamiari-sai. 
All these historical information concerning the relationship between the priest 
family of the Izumo shrine to the ritual of the tenth month requires to the study of the 
historical development of the kamiari-festival in the Izumo. 
3. The Kan'nazuki and Kamis's gathering in History 
In this section， 1 will examine the history of kan'nazuki and kamis' gathering in 
history. We tend to imagine that the Shinto ceremony has been practiced since the 
ancient time， but it is required for us to examine the history of a.ny religious practice. 
3・1.1¥在anyoshu
The firstョuestionto ask is w hen the name of Kan'na -zuki appeared in history. In 
the eighth book of Man'yo-shu (万葉集)， there is a poem by 0・tomono-sukune-ikenushi(大
伴宿補主)， that says， "kamunazuki shigureniaheru momichibano hukaba.chirinamu 
kazenomanimani (十月 しぐれにあへる 黄葉の 吹かば散りなむ風のまにまに)."The 
author was kil1ed in 757 during a revolt， that means， that as early as in the mid eighth 
century， this term Kaminazuki was known at least to those in the educated class. In 
KokiIγwakashu， there is the poem by Kino-Tsurayuki (紀貫之、 868?-945?)，which mentions 
the name of Kamina-zuki. “kimigasasu mikasanoyamano momidibanoiro kaminatuki 
sigurenoameno somerunarikeri" (きみがさす みかさの山の もみぢばのいろ かみな月
しぐれの雨の そめるなりけり)
From the early usages of the term of Kamina-zuki， itis known that this name was 
used as a poetical form for the name of the tenth month， and yet there is no mention of the 
reason behind the name， Kan'na-zuki， referring to the absence of the kamis who went to 
Izumo. 
3・2.The twelfth century 
When did the association of the Kan'na-zuki to the kamis' visitation to the Izumo 
appear in history? As far as the written documents are concerned， itis in Ougishou (奥義
抄)compiled by Fujiwara no Kiyosuke (藤原j剤投 1104-1177) that the tenth month is 
2 "lzumo Taisha Nenchu Gyoji， r出雲大社年中行事Jぺれi争道体系 神社編 出雲大手土~ v. 37， 
1991， p. 315. 
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called Kaminashi-zuki because all kamis go to the Izumo no kuni and are absent from their 
home territories. The same view is found in the Waka-dou-moushou (和歌童蒙抄)
compiled by Fujiwara no Norikane (藤原範兼、 1107・1165). By these documents， it is 
known that by the end of the twelfth century， the same reasoning for the name of the tenth 
month was relatively accepted at least among the educated. A century later， it was 
recognized that the same tenth month was called by the different name in the Izumo region. 
In the Yakumo mi shou ( W 八雲御抄~ ) compiled by J un toku -in 01良徳院)in 1242， the 
Kaminazuki is called Chinsai -getsu ( W鎮祭月~ ) in the region of Izumo.3 
However， these documents don't state clearly where or at which shrine the kamis 
would gather at Izumo. It is also important to add that the Izumo Shrine was called the 
Kizuki -taisha (杵築大社)、 notthe IzumoTaisha back then. The nalne of the Izumo Taisha 
appeared in the historical text in 1062，4 but this name was rarely used. Occasionally， it
was called the Izumo no miya (出雲の宮) ， for example， in the poem by Sutokuin (宗徳院)
found in the collection of Senzai -w aka -sh u (千載和歌集， 1187) compiled by Fujiwara no 
Shunze (藤原俊成、 1114・1204)
Last year's archaeological discovery of the bound three big trees of the 
Shin-no-mihasira (真の御柱)， each being wider than one-meter diameter， used as the 
support of the shrine building， suggests that in the ancient and medieval days， the Kizuki 
shrine was as tall as forty eight meters， taller than the Todaiji (東大寺)in N ara (奈良)• 
This discovery might offer the solid evidence for the height of the Kizul口shrinealluded to 
in the section of the Kuniyuzuri or the Surrender of the Land in Kojiki. The well known 
section of the Kojiki of the Kuniyuzuri states that the Okuninushi requested that a tall 
and huge building would be built for him to retire to the Other World in return to 
surrender the land to Amaterasu. 
There is also one text which is often referred to when the height of the Kizuki 
Taisha is discussed. It is the textbook called the Kuchi乞usami( W 口遊~ ) of 970， which was 
used for children of the upper class to learn the common know ledge of the day. On one 
section of the large building is written，“Unta Wani Kyosan (雲太和二京三)，"meaning that 
Un is the Izumo， Wa is the Yamato and Kyo is the Kyoto) and that ta is number one， ni Is 
number two， and san is number three. Furthermore， the historical documents mention 
that again and again the shrine building of the Kizuki fell down and needed to be rebuilt. 
It fell down even when there was no wind. Yet， fu1'ther inte1'disciplinary studies of the 
possible height of this shrine have to be done befo1'e any mo1'e 1'eliable statements can be 
3 Tais11a C110 811i， W 大社 u可史~ p. 214. 
4 Tais11 a C11 0 811i， W 大宇土 u可史~ p. 135 
-77‘ 
made. 
Then， the next guestion to ask is which shrine appeared in relationship to the 
kamis' visitation to the Izumo area during the month of Kaminashi-zuki? Though the 
recent studies on this issue often employ the perspective that sees the difference between 
the texts written by people other than the priests of the shrines and those written by the 
priests who performed the rituals at the shrines，5 1 cannot detail the differences so much 
today due to the limits of time. 
3-3. The sixteenth century 
According to the Shirinn saiyou shou (詞林莱葉抄)of the fourteenth century， the 
Sata Shrine is where the kamis gather in the month of Ka1ninashi-zuld.6 The name of 
the Kizuki Taisha as the location of the kamis gathering appeared much later in the 
Shigakushu (下学集)of 1444. 1n the same document， the word of Kan1I -ari -zuki appears 
for first time in the textual historT 
Why was the Sata shrine chosen as the location of the kamis visitation and 
gathering in the 1zumo region? The Sata shrine or the Satamikosha (佐太御子社) lS 
locally important since the time of 1zumo Fudoki (出雲風土記). 1n the section of the 
Shimane county， an article details the ongln of the Kaga no gou (加賀の郷) and 
Kaga-no-kamuzaki (加賀の神崎) as the 10ca tion of the birth of Sada -no・Ohokami(佐太大
神). The importance of the Sata shrine was a1so recognized in the capita1 area since it 
was listed as the first shrine of the Akisika county in the Engi -shiki of the 967.7 
In the 1zumo Fudol王i，there was only one deity at the Sata Shrine， but in 1439， 
there were three shrine bui1dings， Chusei -den(中生殿)，Hoku・den(北殿)， and Nan-den (南
殿)， which the present form of the Sata shrine retains this structure.8 1t is not possib1e to 









71n this case， the Sata is written as佐陀.
8 This shrine bui1dings are a1so categorized as the Taisha zukuri (大社造り)as the 1zumo 
Taisha is. There is another shrine which has the same foxm of architecture， that is， the 
Kamosu (神魂)shrine in the 1zumo region today 
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know what exactly happened to the Sata 8h1'1.ne between the tI1ne of the Izumo Fudoki. and 
the fifteenth century. But Ish1.zuka suspects that the p1'iestsf1'om. the Kii Kumano (紀伊
日号)we1'e very active in this a1'ea and involved inrefo1'm1.ng the Sata shrine，9 According 
to the origin stOl'y of the Sata shrine (佐太大社縁起)of 1495) it is Amaterasu who was bo1'n 
in the Kaga's cave w he1'e， 1.n Izumo Fudol王1.， the Sata deity was bo1'n.1O the Sata sl1Tines 
ensh1'ine Izanag.1.， Izanam1.， and Amaterasu. Izanagi and Izanami are the nlain kamis 
enshr1.ned at the Sata. 
For a little w hile) 1 would like to focus 0工1the l'ela ted histo1'Y of th1.s shrine. 
According to the local text， in 1580， Koumoto Daihachi (河本大八) wrote 1.n his 
Unyo-gun-jikki (雲i湯 : the Sata is the loca tIon of the tomb of the Izanami. Since 
the Izanami passed away in October， and since she is the Mother of all deities， aU deities 
gather on the beach oi the Sata. In this month， eve1'ybody cleans the house and refrain 
from doing (物忌み). At the same time， the envoy f1'om the underocean palace visits in the 
fo1'm of the sea snake. In 1678) the Buddhist monkEku， talking about the Kan1Ia1'i-sai at 
the Sata sh1'ine， wrote a very simi1ar desc1'iption in his Tsurezuregusa Sankou ( [j徒
考~). He1'e， he mentions also the name of the Hino-misaki sh1'ine， where the sea snake 
was also washed offJ and brought into the shl'ine 
According to this l'easoning， two separate explanations we1'e combound: the tenth 
month was the Kaminashizuki because the Izanami passed away in this month， and the 
sea snake， regarded as the envoy from the under-ocean， was washed up 01' caught annually 
in this month. The above 1'easoning takes the incident of the death of Izanami 1'ather 
positively and identifies its location wIth the area and location of the Sata shrine as the 
p1'oof of its promlnent status. 
Though the above-mentioned texts l'efer1'ed to七heSata shrine as the location of 
kamiぜvisitation，the notion that Izanami passed away in the tenth month appeared in the 
early sixteenth century. There are several texts， which mention the Izanami's death in 
the tenth month as the prima1'Y reason f01・thekamis to gather in the Izumo region.lJ 
1n the early sixteenth century， the Sata shrine began to be seen as the head shrine 
of the Izanagi and 1zanami by the Yoshida Shinto. Therefore， itis p08sible to suspect that 
the1'e was 80111e influence of the Yoshida's view UpOl1 the new inte1'pretation of the location 
9 Ishizuka， Tak.atoshi， lzumokoku Jjnjashi no !{θnkyu，右投: 、『;;込 神社史の研究J
岩 1=日書j吉、 p. 465 
10μSata Daimyoujin Engi ({主i吃大明科i縁
11 [j兼裁雑談~， Gunsho Ruiju，n浮書類従J
RllljU) W k:亮1字書類従』第三号下、 p.730 
)ペロql道大 千1'1社編 出雲・石見・!怒 l岐~ p. 82 
16号、 1993，p. 537. 刊誌綴問答よ ZokuGunsho
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and significance of the Sata Shrine. 1 cannot give documen七ationnow， but there seems to 
have been some influences of the Urabe Shinto's theology upon the development of the 
Izumo's specific theology of Okuninushi throughout the Edo era. 
As to the deity enshrined at the Izumo shrine， today， itis clearly stated that it is 
Okuninushi-no'mikoto enshrined at the Izumo Taisha. Yet， historically speaking， the 
identity of the kami enshrined at the Kizuki shrine was a source of discussion， and quite 
often the name of Susano可 wasmentioned as the one enshrined there throughout the 
medieval period. In the ancient days， it was Onamuchi who was enshrined there 
After the fifteenth century九therewere many references to the Izumo shrine as the 
location of the kamis' visitation. Yet， even in the seventeenth century， the Kizuki Taisha 
itself didn't recognize the mid-October rituals as the Kamiari幽sai. 1 t is in the 
“Saiten-shiki Tairyaku ( i祭典式大路J)" of 1874 tha t a reference was m ade to the name of 
Kamiari-sai12 Therefore， Ishizuka's suggestion might be reasonable. Ishizuka argues 
that due to the economic difficulty of the Izumo shrine since the late seventeenth century， 
the shrine found it necessary to pursue different means to support itself. Though there is 
no documentation， the minor priests or Oshi (御師)began to travel afar to disseminate the 
nal11e of the Izul110 shrine， l110st probably， they to01王anadvantage that the on-yol11i (音読み)
of Okuninushi was identical to Daikoku (大黒). On the other hand， there was the nal11e of 
Kumano gods that Oshis disseminated to attract people's attention to the Izumo， too. 
4. The Possible Influence of Urabe Shinto upon the shrines in the Izumo region 
As the textual history shows， there were direct and indirect influences of the 
Urabe Shinto's view 01' theology upon the fo1'mations of 1'eligious notions of the 
Kaminashi-zuki. Yet， as the Sata Taisha Engi shows， the st1'ong amalgal11ation of the 
Shinto and Buddhislll also had an influence in the Izuluo 1'egion. Occasionally， the Lotus 
sutra was 1'ecited in the Izumo Shrine. What the U1'abe Shinto's theology attel11pted i8 to 
overturn the relationship between the Buddhism and the Shinto， by clain1ing the Shinto 
deity as the o1'iginal one and the Buddhist Buddha8 as the secondary and phenol11enal. 
Here 1 want to draw an attention to the Yuiitsu Shinto l¥1yoho Yoshu (唯一神道名法
要集)， which was w1'itten by Yoshida Kanetomo (吉田元長イ具、 1435-1511). Though Stuart D. 
B. Picken writes that “日e(Yoshida Kanetomo) argued powe1'fully for the uniqueness and 
12 "Saiterγshiki Tairyaku ( i祭典式大路J)"， w神道体系 神社編 出雲大社~ v. 37，1991， p 
315 
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independence of his thought from any form of Buddhist influence，"13 it is clear at the same 
time that he developed his Shinto thought in relationship to the medieval Buddhist 
ideology. To the question of whether originally the Shinto contains the dual significances 
of Ken -Mitsu (額密入 heanswerS positively， by saying that in the second book of the Kamiyo 
(神代)of the N ihonshoki (日本書記)，七heimperial descendents would reign over the visible 
world or Arahani no kotoha (類事)， but Ohoanam uchi would retire to reign over the 
invisible and other world or Kakuretarukoto (幽事).14 This published text is supposed to 
be written by Yoshida Kanetomo himself， therefore in the mid -fifteenth century anq_ early 
sixteenth century， there was a c1ear view that Ohonam uchi or Okuninushi was to reign 
over the invisible and other world. This view seems to have been formed to defend the 
Shinto theology as equal to the Buddhist Kenmitsu (額密)ideology. 
If we follow the arguments of the Yoshida theology， it is clear that the Yoshida 
Shinto probably relied upon the content of the Nihonshogi， not upon the Kojiki， when it 
comes to the issue of death of Izanami， since Yoshida Kanetomo employs the term of In -Yo 
ni shin (陰陽二神)， that is， Irγshin is Izanami， and Yo‘shin is Izanagi. In Nihonshoki， 
Izanagi as 11γshin would not die unlike the case that she dies in the Kojiki. 
In the Edo era， the feudal government promoted the Yoshida Shinto' status. 
Probably， due to the Yoshida's theological influence， around the mid-seventeenth century， 
the Senge priest stated in his New Year prayer that the Okuninushi of the 1zumo shrine 
was said to reign over the other world. This Izumo theology of Okuninushi developed 
farther either independently or in conjunction with the development of Kokugaku (国学)，
especially in“Shin no Mihashira (真の御柱)"of Hirata Atsutane (平田篤胤). In the Meiji 
era， when Senge Takatomi initiated dispute among the Shintoist over whether Okuninushi 
should be added to the enshrinement of Ameno・minaka-nushi， Takami -m usubi， and 
Kam土musub， lnost local Shinto priests supported Senge's view.15 Yet， his view was 
overturned by the name of the imperial order. When the Senge Takatomi insisted that the 
Shinto priest should continue to practice the funeral， his stance was the inheritance of the 
Urabe Shinto's funeral practice. The modern construction of the Shinto tradition 
suppressed and ignored this side of the Shinto view， in a sense， put into oblivion the whole 
13Stuart D. B. Picken， Essentials of Shinto: An Analytical Guide to Principal Teachings 
CWestport: Greenwood Press， 1994)， p. 304. 
14 Yoshida， Kanetomo，吉田兼倶、 "YuiitsuShinto Myoho Yoshuぺ『唯一神道名法要集』、
Shinto Taikei， Ronsθtsuhen) UrabθShin to (jO)，打中道体系 論説編 ト部神道(上)~ p.76. 
15For example， Senge， Takatomi，千家尊福、 Izumo Okaml'， W出雲大神』、大社教東京分間、
1913 
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deve10pment of the Shinto thought since the ancient time to the end of the Edo period. 
Conclusion 
Religions have histories. The Kamiari festival has a1so its own history. The 
fact that religions have histories does not mean that the religious practice shou1d not 
clain1 any authentic re1ationship to the ancient form of ritua1 practice. Yet， it is 
necessary to consider historical transformation brought out by socia1 agencies. 1n the 
case of the history of kamiari-festiva1， our studies show that there have been， religious) 
economic and cu1tura1 competitions among the Kizuki Taisha， Sata Shrine and Hinomisaki 
shrine in the Izumo area over kamiari-festival. As far as the historica1 dOCU111ents are 
concerned， the priests at the Kizuki shrine didn't necessarily acknow1edge a ritua1 of the 
tenth mon七has the Kalni-ari-sai until quite recent， whi1e at the Sata shrine， the priests 
recognized a ritua1 of the tenth month as the Kami副ari-saiquite early. 1n this sense， itis 
possible to argue that the Kalni -ari-sai 01・iginallyas the ritua1 practice at the Sata Shrine. 
Though 1 need to do a litt1e mOTe historical research， in the case of the 1zumo 
shrine， it seems that the 1zun10 shTine popu1arized the Kan1Iari -sai to draw a crowd of 
people quite recently. At the same time， we can recognize the social role p1ayed by oshi 
who utilized the legend of the capita1 as the useful alluring story to attract peop1e， and 
disseminated the 1zumo as the p1ace of kan1Is' gathering. Yet， considering the reasons 
why the people visit the lzumo Taisha during the til11e of the Kami-ari-zuki， the popularity 
of the 1zumo Taisha probably depended upon the dissemination of the notion that the 
kamis gather in the 1zumo region to discuss the peop1e's worldly affairs， not to mOUTn the 
death of 1zanami as in the case of the Sata. Furthermore， people are rarely aware or pay 
least attention to that Okuninushi at the Izumo Taisha is the kal11i who reigns over the 
other world， the life after the death. This means that the 1zumo shrine does not intend to 
emphasize the theologica1 aspect in Telation to popu1arizing the relationship of the 
Kamiarizuki to the 1zumo Taisha 
Yet， as to the religious imagination， the image of the kamis' gathering to mourn 
the death of the 1zanami， :Mother of All Kal11is， isvery powerfull， as in the case of the Sata 
Shrille. 1t is a religiously imaginative memory of the pri1l10rdial death of the Mother 
God. Izanami， one of the most importarit Amatsukami (天つ神)， is buried in the 1and of 
the 1zumo， whose mythic event was materialized in the specific location of the land 
Whatever the theological reason is used， the 1zumo is the interesting space and location 
evoking a mythological imagination in the mind of the visitors 
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